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学校長 小泉 貴寛 

本年度も残すところ、２ヶ月あまりとなりました。『１月は行く』『２月は逃げる』『３

月は去る』とよく形容されますが、３学期はあっという間に過ぎていきます。３年間を総括

する卒業式、そして１年間の総まとめとなる修了式が目前に迫ってきました。良い締めくく

りができるよう最後まで気を抜かず、一つ一つ教育活動を進めてまいる所存です。 

さて、毎年この時期になると思い出すエピソードがあります。かつて中３で担任していた

Ｏ君は、進路選択をギリギリまで迷っていました。当時は公立高校の定員割れはあまりなく、

特に進学校では毎年多くの不合格者が出ている状況でした。家庭の事情で私立併願を受験で

きなかった彼は、第一志望のＡ高校にするか、ランクを落として第二志望のＢ高校にするか、

直前まで迷っていました。三者面談での長い話し合いの末、彼の出した結論はＢ高校への出

願でした。入試が終わり合格通知を受け取ったあとも、彼の表情は冴えないように見えまし

た。同じ学級にはＡ高校への進学を決めた生徒もいて、後悔の気持ちや悔しい気持ちがあっ

たのかもしれません。これまで様々な面でクラスに貢献してくれていたＯ君。卒業式には笑

顔で出席してほしいと思っていた私は、放課後彼と面談をすることにしました。細かなやり

取りは覚えていませんが、“高校進学は長い人生の通過点に過ぎない”ことを伝えた記憶が

あります。それから３年が経ち、私の元へ一通の手紙が届きました。差出人を見るとＯ君か

らでした。手紙には第一志望の大学に合格した報告と「これも通過点に過ぎず、自分の目指

す目標に向かってまだまだ努力を続けていきたい」、という決意表明がビッシリと記されて

いました。彼からの手紙で、私自身があの時伝えたことの答え合わせができたと共に、そこ

から見事に立ち直り、前向きに高校生活を過ごしてきたＯ君をとても誇らしく、嬉しく感じ

ました。 

現在公立高校受検に臨む３年生は、決戦に向けて不安とプレシャーのまっただ中にいま

す。中には、最後の最後まで進路を迷い、考えに考え抜いて、出願先を決めた人もいるでし

ょう。出願した後も、自分の選択が本当に正しかったのか、あれこれ考え過ぎてしまうこと

があると思います。しかし今は、自分の選択が正解だと信じて進むしかありません。なぜな

ら成否は“どこに進学するか”ではなくて、“進んだ先でどう取り組むか”によって変わる

ものだからです。ですから現時点では、全ての３年生が正解を選んでいます。ここまできた

ら覚悟を決めて入試までの残り４週間、できる限りの事に取り組んでください。４月からの

新しい生活を思い描き、希望を持ちながら前向きに過ごしてください。 

保護者の皆様は勿論のこと、荒川中の職員も最後までサポートしていきます。味方はたく

さんいますから一人で抱え込まず、きっと乗り越えてくれることを願っています。 



各種展覧会及びコンクールの主な入賞結果 
◯郷土を描く児童生徒美術展 

【特 選】新井ののは(３年) ※左側の作品 

【入 選】若野弥咲児(１年)  浅海 莉奈(２年) 

◯身障者福祉のための埼玉県児童生徒美術展 

【特 選】小林 美結(１年) ※右側の作品 

【入 選】野原 拓馬(２年) 三上 莉瑚(２年) 

◯武甲山に関する図画・作文展図画の部       『長瀞の流れ～岩の静けさ～』      『見上げた その先には・・・』 

【秩父市教育長賞】新井ののは(３年) 

◯武甲山に関する図画・作文展作文の部 

【県知事賞】蟻ヶ﨑蓮斗(１年)『いつもそこに在るもの』 

【秩父市長賞】新井 陸斗(２年)『変わるものと変わらないもの』 

【秩父市教育長賞】黒澤 恵実(１年)『武甲山がないと起こる事』 

◯秩父地区書きぞめ展 

【推薦賞】黒澤 美咲(３年) ※右の作品 

【特選賞】徳光ことみ(１年) 長谷川萌花(１年) 加茂下愛子(２年) 桒原 菜々(２年) 

三上 莉瑚(２年) 山中 隆弘(２年) 浅海 心花(３年) 木村  心(３年) 

【優良賞】犬木 星絆(１年) 黒澤 恵実(１年) 井上 美緒(２年) 井上 美結(２年) 

 新井 健斗(２年) 新井ののは(３年)  新井 雅斗(３年)  加藤  彩(３年) 

 嶌田 帆花(３年)  千嶋 睦希(３年)  原島光太郎(３年) 

◯埼玉県歯・口の健康啓発標語コンクール 

【入 賞】井上 美結(２年)『さわやかな 笑顔をつくる キレイな歯』 

秩父地区公立中学校生徒３校訪問 

１月２１日、ちちぶ定住自立圏推進委員会の協力のもと、地域の高校を

見学することを通して、今後の進路選択の一助とすることを目的とした秩

父地区公立中学校生徒３校訪問が１年生を対象にして行われました。 

（菅沼 菜未さんの感想） 

 学科によって授業が全然違い、専門学科は実習が多くて、普通科は文系

や理系の勉強を多くすることが分かりました。どの高校も就職や進学に対

するサポートが手厚く、安心して学ぶことができそうです。２年後の高校

受験で行きたい高校や学科に合格できるように準備していきたいです。 

（逸見 夏聖さんの感想） 

 思っていたイメージとは全く違い、どの高校も授業が楽しそうでした。

優しい先生もたくさんいて、思っていたよりも高校は良いところだと思い

ました。これを機に自分の進路について考え、自分がどの高校や学科等に

向いているのか自分を見つめ直していきたいです。 

２月の行事予定 

2日(月) 

4日(火) 

9日(月) 

10日(火) 

12日(木) 

16日(月) 

18日(水) 

19日(木) 

20日(金) 

24日(火) 

26日(木) 

27日(金) 

全校集会 特別支援学校高等部出願期間(2/3まで) 
第３回学校運営協議会 １，２年授業参観・保護者会 
３年期末テスト週間(2/13まで) 
特別支援学校高等部入試 公立高校入試電子出願期限 スクールカウンセラー勤務日 
生徒委員会(後期のまとめ) 
特別支援学校高等部入学許可候補者発表 
公立高校入試志願先変更期間(2/19まで) 

テスト前部活動停止期間(2/25まで) 
ふれあいデー 
スクールカウンセラー勤務日 
公立高校入試(学力) １，２年期末テスト① 給食なし 
公立高校入試(実技・面接) １，２年期末テスト➁ 性教育講演会 



 


